
 

平成３０年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名【 愛媛県 】 

１実践テーマ 【 Ⅰ 】  

２実施対象者  大洲高等学校 第１・２学年 387名 

        教職員30名 

 

３展開の形式 （１） 学校における活動 

① 教科名（ 保健体育 ） 

② 行事名（      ） 

③ その他（      ） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（        ） 

② その他  （        ） 

４ 目 標  

 （ねらい） 

2020 年東京オリンピック・パラリンピックへの機運を醸成する

とともに、オリンピック・パラリンピックの理念の普及・浸透を通

じて、スポーツの価値の理解の深化、規範意識の涵養、国際・異文

化理解、共生社会への理解等を促進し、もって「スポーツ立県えひ

め」の実現に資する。 

５ 取組内容 （１）事前学習 

○オリンピックとは？ 

○オリンピックの歴史 

○東京オリンピック・パラリンピックについて 

※「I’m  POSSIBLE」使用 

（２）当日 

○オリンピアン（神谷優太：愛媛FC）との交流 

・自己紹介 

・試合映像を見ながら選手紹介 

・模範試技（リフティング、ロングキック、生徒とリフティングで

の触れ合い、生徒とパス交換） 

・質疑応答 

・写真撮影 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育

成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



  
 

（３）事後指導 

○感想をまとめる。 

 

 

６ 主な成果 

 

○事前指導で「I’m  POSSIBLE」を使用したので、その後の感想

には、パラリンピックに興味・関心を持ち、東京オリンピック・

パラリンピックを楽しみにしているという生徒が多くみられた。 

○一流の選手のプレーを間近で見たり、話を聞いたりしたことで、

サッカーに対する興味・関心が高まったと考えられる。（講演会翌

日にクラスマッチでサッカーをしたため、話題に出す生徒が多く

みられた。） 

○神谷選手の出場するオリンピックを注目して観戦しようという声

が多く上がった。 

○神谷選手の「失敗しても反省して次の行動につなげること」「支え

てくれる人への感謝の気持ちを持つこと」「座右の銘は雑草魂。天

才ではなく相当の努力をしてきた」などの言葉を聞き、部活動や

受験に向けて心に響いた生徒が数多くいた。 

 

 

７実践におい

て工夫した点 

（事業の特

色） 

○オリンピック・パラリンピックに興味や知識のない生徒に学習

意欲をもたせるために、内容をクイズ形式にしたり身近な話題

を取り入れたりして事前指導した。 

○一流選手のデモンストレーションや質疑応答形式で行うこと

で、生徒の集中力が持続するようにできた。 

 

 

 

８主な課題等 ○日程調整が難しい。 

○楽しい雰囲気で行えたことは良かったが、講演会形式で行っても

よいという声もあった。 

 

 

 

９来年度以降

の実施予定 

○岡田武史氏や福西崇史氏の講演を希望している。 

 

 

 

 

 


